
２０１１年８月号 ８

◎
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金

の
額

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円

×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」

の
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年

間
（　

カ
月
）
納
め
た
と
き
の
総

６０

付
加
保
険
料
額
の
２
４，

０
０
０

円
（
４
０
０
円
×　

カ
月
）
に
対

６０

し
、　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
と

６５

い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年

金
の
額
は
年
額
１
２，

０
０
０
円

（
２
０
０
円
×　

カ
月
）と
な
り
ま

６０

す
。
付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す

る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
ま
す
（
上
記
の

付
加
年
金
額
は
、　

歳
か
ら
受
給

６５

し
た
場
合
の
金
額
で
す
）。

◎
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納

め
ら
れ
ま
せ
ん

付
加
保
険
料
は
、
①
自
営
業
者

な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
が
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
③

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
④
国

民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し

込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前

納
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
納
付
を
や
め
て
も
掛
け
捨

て
に
な
り
ま
せ
ん

納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
休
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
。

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談

先
は
、
役
場
担
当
ま
た
は
旭
川
年

金
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の

と
き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を

や
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
の
場
合
で

も
掛
け
捨
て
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

◎
農
業
者
年
金
の
加
入
者
は

必
ず
納
め
ま
す

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
の

は
、　

歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第

６０

一
号
被
保
険
者
で
、
年
間　

日
以

６０

上
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
、

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
を
納
付

（
強
制
適
用
）し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課　

戸
籍
担
当

　
　

電
話　
　

‐
２
１
２
３　

５６

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る

「
付
加
年
金
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
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東日本大震災義援金等受付状況報告
多くの皆さまから温かいお気持ちをお寄せいただき
ありがとうございます。現在の義援金等受付状況をご
報告いたします。

　７月１３日（水）現在：４,２４１,６２４円
※この数字は、個人や団体の皆さまから日本赤十字社占冠分
区へご持参いただきました義援金、役場及びトマム支所窓
口に設置した募金箱によりお寄せいただきました金額の
合計額です。　　  ■日本赤十字社占冠分区　電話５６-２１２２

現況届けを忘れずに！

◆児童扶養手当◆

次の要件に該当する児童を養育している母親、ま
たは母親に代わってその児童を養育している方が
受給できます。（※児童とは、１８歳未満または、２０歳
未満で一定以上の障害のある方）
【児童の要件】
○父母が婚姻（事実婚を含む）を解消した児童
○父が死亡または生死が明らかでない児童
○父が重度の障害にある児童
○父から１年以上遺棄されている児童
○父が１年以上拘禁されている児童
○母が婚姻によらないで生まれた児童
【支給制限】
○児童が施設に入所しているとき
○受給者または児童が公的年金を受けているとき
○前年分の所得が一定額以上ある場合　など

◆特別児童扶養手当◆

　一定以上の障害のある児童（２０歳未満）を扶養す
る父母、または父母に代わってその児童を養育して
いる方が受給できます。
【支給制限】
○前年分の所得が一定額以上ある場合
○児童が、障害を支給事由とする公的年金を受ける
ことができるとき

○児童が施設に入所しているとき

■お問い合せ
　保健福祉課　戸籍担当
　電話　５６-２１２３

８月中に現況届けを出さないと８月分からの手当
を受けることができなくなることがありますの
で、ご注意ください。

震災の影響を受けている中小企業を
応援します！

◆「東日本大震災復興特別貸付」を創設しました。
（日本公庫、商工中金）
◆「東日本大震災復興緊急保証」を創設しました。
（信用保証協会）

ご相談は、「中小企業電話相談ナビダイヤル」へ。
０５７０-０６４-３５０（９時～１７時３０分）
※土日・祝日には管轄以外の経済産業局につながる
場合があります。
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消防瓦版  纏 
ま　と　い

第２７４号
２０１１ ･８

１６１１

後
部
座
席
で
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
い
と
事
故
の
衝
撃
で
、

様
々
な
危
険
が
襲
い
か
か
り
ま
す
。

◆
自
分
自
身
が
大
き
な
被
害
に
遭
う

体
重　

�
の
人
が
時
速　

�
で
衝

６０

４０

突
す
る
と
、
な
ん
と
約
１
・
８
ｔ
の

重
量
が
自
分
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
車
の
外
に
投
げ
出
さ
れ
て
し
ま
う

衝
突
の
衝
撃
で
車
の
ガ
ラ
ス
を
突

き
破
り
、
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
車
外
の
堅
い
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
身
体
を
強
打
し

た
り
、
後
続
車
両
に
ひ
か
れ
る
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

◆
同
乗
者
に
危
害
を
加
え
て
し
ま
う

衝
突
の
衝
撃
に
よ
り
、
後
部
座
席

の
乗
員
が
前
方
に
飛
び
出
し
、
前
席

の
乗
員
を
座
席
シ
ー
ト
と
エ
ア
バ
ッ

ク
の
間
で
押
し
つ
ぶ
し
た
り
し
ま

す
。

バ
イ
ク
事
故
歯
止
め
か
か
ら

ず
！

【
余
裕
の
あ
る
計
画
で
ツ
ー
リ

ン
グ
を
！
】

バ
イ
ク
が
当
事
者
に
な
る
と
、
痛

ま
し
い
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

運
転
技
術
の
過
信
は
禁
物
！
無
理
な

追
い
越
し
を
せ
ず
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
で
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２３年７月２０日現在

５月２５日にトマムへき地保育所で、７月１日に占冠へき地
保育所で放水車見学及び放水体験を実施しました。
園児達は、消防車のポンプの大きな音にびっくりしながら

も、子供用の防火服や制服を身にまとい、本物の消防士も顔
負けの真剣な眼差しで放水体験をしていました。
消防職員からの「火遊びは絶対しませんか？」の問いに、
ちびっこ消防士全員が大きな声で「はぁい！！」と返事をし
ていたのがとても印象的でした。
夏はキャンプや花火など野外で火気を取扱う事

が多い季節です。火気の取扱いには十分注意して
楽しい夏をエンジョイして下さい！！
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反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
・
非
着
用
は
違
反
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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まままままままままままままままままままま
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〜
後
部
座
席
は
安
全
だ
と
勘
違
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
！
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ちびっこ消防士緊急出動！！
保育所で放水車見学及び放水体験を実施

【
グ
ル
ー
プ
で
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る

と
き
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
、
安
全
を
最
優

先
し
た
、
余
裕
の
あ
る
計
画
を
立

て
る
。

②
出
発
前
に
、「
は
ぐ
れ
た
際
の
待
ち

合
わ
せ
場
所
」「
休
憩
場
所
」「
経

路
」
な
ど
打
ち
合
せ
を
す
る
。

③
運
転
技
術
の
劣
る
ラ
イ
ダ
ー
に
ペ

ー
ス
を
合
わ
せ
る
（
技
術
の
高
い

ラ
イ
ダ
ー
に
合
わ
せ
る
と
事
故
を

招
き
ま
す
）。

④
走
行
中
、
仲
間
に
遅
れ
を
取
っ
て

も
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
待
ち
合

わ
せ
場
所
へ
向
か
う
よ
う
に
す

る
。

◆
安
全
走
行
の
ポ
イ
ン
ト
＝
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン

二
輪
車
は
、
カ
ー
ブ
や
進
路
変
更

時
に
車
体
を
傾
け
る
操
作
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る

と
タ
イ
ヤ
が
路
面
を
と
ら
え
切
れ

ず
、
ス
リ
ッ
プ
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

事
前
に
十
分
減
速
し
、
安
全
を
確

認
す
る
な
ど
慎
重
な
運
転
を
し
ま
し

ょ
う
。

い
つ
もブレ

ー
キ
の
準
備
を
！
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救急出場状況（６月分）
（４人）４件急　　病
（３人）３件交　　通
（２人）２件一般負傷
（０人）１件そ の 他
（９人）１０件６月計
（８１人）６９件累　計
人員内は搬送※（　）


